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高齢者のエピソード記憶におけるポジテイヴィティ効果について

一実験デザインの違いに着目して一

Positivity effect on episodic memory in older adults 

（大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程）内芝 綾女 1

(Osaka University, Graduate School of Human Sciences) Ayano Uchishiba 

（京都府立医科大学大学院医学研究科）上野 大介

(Kyoto Prefectural University of Medicine, Graduate School of Medical Science) 

Daisuke Ueno 

Abstract 

Older adults have a memory advantage for positively toned materials than negatively toned 

materials compared to younger adults, and this phenomenon is called "positivity effect." The 

present study examined how experimental design influences emotional memory. In this 

experiment, 20 younger adults (20.15 years old, SD= 1.01) and 25 older adults (69.08 years, SD 

= 5.68) were presented encoded words in a blocked list that contained positive, negative, and 

neutral materials, separately. After encoding, the participants completed a free recall word task. 

The recall performance on the negative list was highest in younger adults, but that on the 

positive list was highest in older adults. In this study, in addition to positivity effect, positive 

bias was also observed in older adults. Compared to previous research using a mixed list that 

contained positive, negative and neutral materials, the present results indicated a more apparent 

positivity effect. These results suggest that using a blocked list makes it easy to switch attention 

and clearly indicates a positive bias. 

Key words: positivity effect, experimental design, emotional memory, age-related difference 

序論

わが国では，世界でも類を見ないスピードで高齢

化が進んでいる。 1947年には総人口のわずか4.79%

にしか過ぎなかった 65歳以上の高齢者人口は 1970

年に 7%を超え，日本は「高齢化社会」に突入した。

そして， 24年後の 1994年に 14%を超え「高齢社会」

となり，さらに 13年後の 2007年には 21%に達し，

「超高齢社会」が到来した。出生率の低下と高齢者

1 Correspondence concerning this article should be sent to; 

Ayano Uchishiba, Graduate school ofHuman Sciences, 

Osaka University, Osaka, 565-0871, 

uchishiba@hus.osak:a—u.acJp 

の死亡率の低下が相まって，今後も高齢者の割合は

上昇していくことが予想される。そのようなH本社

会において，認知機能の衰えや認知症に対する不安

を抱く人は少なくないだろう。しかし，加齢に伴う

認知機能の変化については十分に研究されておらず，

高齢者の心理学的・行動学的知見の蓄積が必要であ

る。

高齢期は青年期に比べて身体機能や認知機能が低

下し，それによって自立した日常生活を送るのが困

難になる。また，配偶者や友人との死別，社会的地

位の喪失，病気の罹患など多くのストレスフルなラ

イフイベントを経験する。にもかかわらず，高齢者

はポジティヴな感情をうまく引き出し維持している

とする報告が数多くある（例えば， Gross,Carstensen, 

Pasupathi, Tsai, Skorpen, & Hsu, 1997; Carstensen, 
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Pasupathi, Mayr, & Nesselroade, 2000; 中川他，2013)。

なぜ，高齢者は自立的な生活を送るのが困難になり，

そのうえストレスフルなライフイベントを多く経験

するにもかかわらず，若年者よりも感情調整がうま

く心理的幸福感を保っているのだろうか。この問い

を説明する理論として，社会情動的選択性理論

(Socioemotional Selectivity Theory : 以下SSTと略記

する）が注目されている。 SSTとは，人生の残り時

間が限られていると感じることで，情動調整の動機

づけが高まり，心理的 well-beingを最適化するため

に情動を調整するという理論である (Carstensen,

2006; 増本・上野，2009)。

この理論を裏付ける現象として，ポジテイヴバイ

アス (positivebias) , ポジテイヴィティ効果(positivity

effect) 2がある。 Mather& Knight (2005)は，若年者

群，高齢者群を対象に，ポジティヴ，ネガテイヴ，

ニュートラルのそれぞれの感情価を喚起する写真を

用いて記憶実験を実施した。その結果，若年者群で

はポジテイヴな写真よりもネガティヴな写真の記憶

成績が優れていたが，高齢者群ではネガテイヴな写

真よりもポジテイヴな写真の記憶成績が優れていた。

このように，若年者ではネガテイヴバイアスがみら

れ，高齢者ではポジテイヴバイアスやポジテイヴィ

ティ効果がみられることが報告されている。

これまで，ポジティヴィティ効果に関して，様々

な認知過程で検討されている。 Mather& Carstensen 

(2003)は，若年者群と高齢者群を対象に， ドット

プローブ課題を用いて注意におけるポジティヴィテ

ィ効果を検討している。 ドットプローブ課題では，

ポジティヴ（幸福），ネガテイヴ（悲しみ，怒り）

のいずれかを表す顔写真 l枚と，ニュートラルな顔

写真 1枚が左右に対呈示され，その後左右どちらか

に灰色のドットが現れる。実験参加者はどちらにド

ットが現れたかを判断した。その結果，若年者群で

2本研究ではReed&Carstensen (2012)の定義を採用し，
「ネガティヴな感情価を伴った情報よりも，ポジティヴな

感情価を伴った情報に注意を向けていたり，より記槌して
いたりする現象」をポジテイヴバイアスとし，上野他
(2014)を採用して「高齢者群でポジテイヴバイアスがみ
られる現象や，高齢者群でネガティヴバイアスが減少する
といった現象」をポジティヴィティ効果とする。

は情動による影馨がみられなかったが，高齢者群で

はポジテイヴな顔写真側にドットが現れたときに，

最も反応が速くなっていた。これは，高齢者がネガ

ティヴな情報から注意をそらし，ポジティヴな情報

に対して優先的に注意を向けることを示唆している。

この結果より，符号化段階での記銘項目に対する注

意がポジテイヴィティ効果を生じさせる一因である

と解釈ができる。

また， Mather& Knight (2005)は，若年者群と高

齢者群を対象にポジティヴ，ネガティヴ，ニュート

ラルの感情価を喚起する写真を用い，反復テストを

実施することで検索段階のポジティヴィティ効果を

検討している。その結果，検索回数が増えるに従っ

て，高齢者はネガティヴ写真よりもポジテイヴ写真

においてより精緻化した検索を行う可能性が指摘さ

れた。この結果から，選択的にポジティヴ情報を検

索することもポジティヴィティ効果生起の要因と考

えることができる。このように，ポジティヴィティ

効果は様々な認知過程において生じる頑強な現象で

あることが分かっている。

ポジテイヴィティ効果に関する研究は年々増加し

ているものの（増本・上野，2009), 一貫した結果が

得られていないという問題点がある。前述のMather

& Knight (2005)のような，高齢者でポジテイヴバ

イアスがみられるとする報告は少ない。例えば，上

野・権藤•佐藤・増本 (2014) では，若年者 48 人，

高齢者48人を対象に，ニュートラルな記銘単語と感

情価を喚起する写真を用いて記憶実験を実施してい

る。その結果，若年者群ではネガテイヴバイアスが

見られたが，高齢者群ではポジティヴバイアスでは

なく，ポジティヴの記憶成績とネガテイヴの記憶成

績に有意差は見られないというネガテイヴバイアス

の減少が確認された。これまでの研究では，高齢者

におけるネガティヴバイアスの減少もポジテイヴィ

ティ効果として報告されている（例えば， Grilhn,

Smith, & Baltes, 2005; Grilhn, Scheibe, & Baltes, 2007)。

このような実験結果の不一致について，実験材料

の呈示方法が影響している可能性が考えられる。

Grtihn et al. (2007)の実験では，若年者48人，高齢

者48人を対象に，ポジティヴ，ネガティヴ，ニュー

トラルのそれぞれの感情価を喚起する写真を記銘材
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料として用いた記憶課穎が実施された。記銘材料の

呈示の際，異なる感情価の刺激を 1つのリストとし

て呈示する mixedデザインと，感情価ごとにリスト

を作成し刺激を呈示する blockデザインの両方を用

い，その違いを検討している。その結果，若年者，

高齢者共に blockデザインよりも mixedデザインの

方が全体的に再認成績は低く，特にニュートラルに

おいてそれが顕著になることを報告している。この

結果について， mixedデザインでは情動の切り替え

が成績を低下させていると彼らは推測している。ま

た，情動の切り替えが必要なため， mixedデザイン

を用いた実験では高齢者でポジティヴィティ効果が

小さくなる可能性も示唆している。

そこで，本研究では結果が一致しない要因につい

て，実験デザインによる影響に注目した。上野他

(2014) はmixedデザインを用いた実験を実施した

結果，意図的な処理によってポジティヴィティ効果

が生起することを示唆している。しかし，複数の感

情価が激しく入れ替わる mixedデザインでは，処理

速度が遅くなっている高齢者は精緻化や注意の切り

替えなどの処理が追い付かず，意図的な処理ができ

ない可能性も考えられる。さらに，実生活において

は，秒単位で感情価が正負反転するようなことが反

復されることは起こりにくく，ムードや文脈的なま

とまりがある。それゆえ， blockデザインの方が，外

的妥当性と生態学的妥当性が高いと考えられる。し

かし，これまでの研究ではmixedデザインが多く用

いられているため（例えば， Mather& Carstensen, 

2003; Denburg, Buchanan, Tranel, & Adolphs, 2003; 

Thomas & Hasher, 2006) , blockデザインを用いて高

齢者のポジティヴィティ効果を検討する必要がある

と言える。

本研究では， mixedデザインを用いて実験を行っ

ている上野他 (2014) と比較することにより，ポジ

テイヴィティ効果に対する実験デザインの影孵を検

討する。大学生と高齢者を対象に，ポジティヴ，ネ

ガティヴ，ニュートラルの感情価を付加した単語を

用いて， blockデザインで呈示をした後に自由再生課

題を実施する。 Griihnet al. (2007)の結果と同様に，

本研究でも単語の記銘において mixedデザインより

The Bulletin of Behavioral Science of Life, 
Aging, Sickness and Death, Vol. 22 (2018) 

もblockデザインの方が再生成績が高くなると予測

される。さらに，特定の感情価を優先的に処理する

ことが可能である blockデザインにおいて高齢者で

ポジテイヴバイアスが見られると予測される。

方法

実験参加者若年者群として大学生20名（年齢幅

= 19-23歳平均年齢=20.15歳 SD=1.01) , 高

齢者群として高齢者25名（男性5名，女性20名，

年齢幅 =60-84歳平均年齢 =69.08歳 SD=5.68)

が，個別もしくは2,--...,10名の小集団で実験に参加し

た。若年者群は20名とも心理学を専攻する者であ

った。高齢者群はボランティアサークル，生涯学習

サークル等の所属団体，もしくは知人を介して募集

をした。

実験デザイン 単語リストの記銘と自由再生を実

験課題とした。記銘材料に付加する感情価のポジテ

イヴ，ネガテイヴ，ニュートラルを独立変数とし，

自由再生課題の成績を従属変数とした。実験参加者

間2(年齢群：若年者，高齢者） X実験参加者内3(記

銘条件：ポジテイヴ，ネガテイヴ，ニュートラル）

の2要因混合計画で行った。

材料実験刺激として 90語の単語と，その単語の

内容を表す90枚の写真を用いた。単語は感情価を喚

起しないニュートラルな単語を用い，合わせて写真

を呈示することで単語にポジテイヴ，ネガテイヴ，

ニュートラルの感情価を付加した。 1つの単語に対

し1つの写真を呈示し，それを 1組とした。写真の

感情価によって 30組ずつ，ポジテイヴ条件，ネガテ

イヴ条件，ニュートラル条件に振り分けた。単語は，

上野他 (2014)で用いられた90語の単語を使用した

(Tablel)。写真は，上野他 (2014) と同様に，

International Affective Picture System (Lang, Bradley, & 

Cuthbert, 2008)から記銘単語の内容を表すポジティ

ヴ写真30枚，ネガテイヴ写真30枚，ニュートラル

写真30枚を選んで使用した。

本実験で用いた単語と写真の感情価と情動覚醒度，

単語親密度，文字数はTablelの通りである。単語の

感情価と情動覚醒度は上野他 (2014) で測定された
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Tablel. 本研究で用いた単語と写真の特性

ポジテイヴ ネガテイヴ ニュートラル

感情価 4.47 (0.68) 4.30 (0.52) 4.31 (0.52) 

単語
情動覚醒度 4.24 (0.85) 4.26 (0.64) 4.04 (0.36) 

単語親密度 3.54 (0.76) 4.16 (0.77) 4.41 (0.69) 

文字数 2.10 (1.03) 2.10 (1.03) 2.10 (1.03) 

写真
感情価 5.74 (0.96) 2.47 (0.72) 4.08 (0.35) 

情動覚醒度 3.70 (1.13) 5.31 (0.58) 3.84 (0.30) 

注単語および写真の感情価は「0.不幸に感じる~8.幸福に感じる」の9件法で測定され，情動覚醒度は「0.落ち着<~8.
興奮（ドキドキ）する」の9件法で測定された。括弧内の数値は標準偏差を表している。

ものである。若年者が評価したものであり，感情価

および情動覚醒度共に 3条件間で有意な差はなく，

統制がとれていた。写真の感情価および情動覚醒度

は，上野 (2015) において若年者と高齢者のそれぞ

れが評定した結果を平均したものである。写真の感

情価ど情動覚醒度について， 3条件間で統制がとれ

ているかを確認するために対応のない l要因の分散

分析を行った。その結果，写真の感情価は3条件間

で差が見られげ(2,87)=147.23,p<.OOI) , Tukey 

のHSD検定による多重比較の結果，ポジテイヴ条件

が最も高く (p<.001), ネガテイヴ条件が最も低く

なっていた (p<.001)。よって，統制が確認された。

写真の情動覚醒度は， 3条件間に差が見られ (F(2,87)

= 41.73, p < .OOI) , TukeyのHSD検定による多重

比較の結果，ネガテイヴ条件の情動覚醒度が他2条

件よりも有意に高いことが分かった (p<.001)。情

動党醒度では統制が確認されなかった。上野他

(2014)ではLanget al. (2008)の評定値を用いてお

り，ポジテイヴ条件とネガテイヴ条件の情動覚醒度

がニュートラル条件より高くなっていた。

記憶の自己関連づけ効果3を確認するため，記銘単

語に対する実験参加者の自己関連度を測定した。先

行研究では，自己関連性が高い項目においてポジテ

イヴバイアスが報告されている (Gutchess,Kensinger, 

Yoon, & Schacter, 2007)。本研究では各参加者に対

3 自己関運づけ効果 (self-referenceeffect)とは， 「記銘時

に自己に関連させた処理を行うと，意味的な処理や他者に
関連した処理を行った場合と比較して記樟保持が優れる」

という記悩現象のことである（堀内， 1999)。

し，呈示された各単語について「1全く馴染みがな

い」 「2馴染みがない」 「3.どちらかといえば馴染み

がない」 「4.どちらかといえば馴染みがある」 「5.

馴染みがある」 「6.とても馴染みがある」の 6件法

で評定を求めた。

実験装置記銘単語の呈示には， Vostro3750 

(Dell)を用いた。記銘単語は両面の約 16分の 1の

大きさである 72ポイントで呈示し，フォントはゴシ

ック体を用いて白色の画面に黒字で呈示した。 5名

以上の集団で実験を実施する場合には，プロジェク

ターを用い，スクリーンに映して呈示した。呈示の

際には，各参加者に対して十分に見えることを確認

した。記銘単語の呈示は， MicrosoftPower Point 2010 

プレゼンテーションによって制御した。

気分測定 実験時の気分が再生成績に影響を及ぼ

す可能性があるため， 日本語版Positiveand Negative 

Affective Schedule (佐藤・安田， 2001 : 以下日本語

版PANASと略記する）を用いて気分測定を行った。

日本語版PANASは，ポジテイヴ気分8項目，ネガ

テイヴ気分8項目を測定する自己報告式の質間紙で

ある。現在の気分について，「l全く当てはまらない」

「2当てはまらない」「3.どちらかといえば当てはま

らない」 「4どちらかといえば当てはまる」 「5当て

はまる」 「6非常によく当てはまる」の 6件法で回

答を求める。さらに，高齢者に対しては高齢者用う

つ尺度短縮版ー日本語版（杉下•朝田， 2009: 以下

GDS-S-Jと略記する）を実施し，抑うつ傾向とポジ

テイヴィティ効果の関連を検討する。 GDS-S-Jは，

抑うつ感惜を 15項目で測定する自己報告式の質間
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紙である。高齢者用のうつ尺度であり，今日を含め

て1週間の気分について， 「はい」 「いいえ」の2

件法で回答を求める。 6点以上であればうつ状態を

示唆する得点となる。

挿入課題 リハーサルを妨害するため，挿入課題

としてwebサイト「介護レク広場

(https://www.kaigo-rec.com/)」から単語探しゲーム

（難易度4)' 四字熟語の間違い探し（難易度4)'

反対ことばクイズ（難易度6)を選出して使用した。

手続き 実験内容を説明し，実験参加への同意を得

た後気分を測定するために日本語版PANASおよ

びGDS-S-Jへの記入を実験参加者に求めた。その後

画面に呈示される単語を覚えるように教示した。ポ

ジテイヴ条件30組，ネガテイヴ条件30組，ニュー

トラル条件30組のいずれかがランダムに呈示され

た。それぞれの呈示時間は，注視点の米印が 1秒，

単語が3秒，写真が2秒であったt記銘単語の呈示

順記銘単語リストの呈示順はランダムであり， 3

条件の実施順は実験参加者間でカウンターバランス

をとった。その後 l分間の挿入課題を実施し，挿

入課題のフィードバックを行った後自山再生課題

を実施した。自由再生課題の際には思い出した順に

回答用紙に記入するよう教示し，時間制限は設けな

かった。 2分間の休憩をはさみ，残りの2条件も同

様の手順で行った。その後記銘単語の親密度を測

定した。

結果

気分の年齢差 日本語版PANASの平均得点は若

年者群でポジテイヴ気分得点 19.25(sD = 0.95) , ネ

ガテイヴ気分得点23.20(SD= 1.05) , 高齢者群でポ

ジティヴ気分得点 13.68(SD= 1.01) , ネガティヴ気

分得点20.88(SD= 1.43)であった。年齢の違いによ

ってポジテイヴ気分得点に差があるかどうかを検定

4 ポジテイヴィティ効果が符号化段階において生じてい
るのか検索段階において生じているのかを明確に分離す
るため，本研究では上野他 (2014)と同様の手続きを用い

ることで，記銘単語への注意を統制し，情動が検索に及ぼ
す影聾のみを検討する。
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するために，独立変数を年齢群，従属変数をポジテ

イヴ気分とする対応のないt検定を行った。その結

果，若年者群のポジテイヴ気分得点は高齢者群のポ

ジテイヴ気分得点よりも有意に高いことが示された

(t(43) = -3.79, p < .001, r = .50)。ネガテイヴ気分得

点についても同様にt検定を行ったが，有意な年齢

差は認められなかった (t(43)=-1.22,n.s.)。

自由再生課題の成績記入された単語のうち，記

銘段階で呈示された単語と意味が同じである単語の

数を正再生数とし，各条件における正再生数の平均

値を年齢群別に算出した。その結果をFigurelに示

す。

年齢群で差がみられたポジテイヴ気分得点を共変

量とした実験参加者間2(年齢群：若年者，高齢者）

x実験参加者内 3(記銘条件：ポジティヴ，ネガティ

ヴ，ニュートラル）の2要因混合計画の共分散分析

を行った。その結果，年齢群の主効果，群と条件の

交互作用がそれぞれ有意であった伊(1,42)= 16.90,p 

< .001, partialが=.29 ; F(2,84) = 14.84,p < .001, 

partialが=.26)。各記銘条件における年齢群の単

純主効果の検定を行ったところ，ポジテイヴ条件，

ネガテイヴ条件において若年者の方が高齢者よりも

再生成績が高いという有意な単純主効果が認められ

た（ポジティヴ条件：F(l,42) = 5.38,p < .05,partial TJ 

2=.11 ; ネガテイヴ条件： F(l,42) = 41.16,p< .001, 

partialが=.50)。また，ニュートラル条件におい

て有意傾向で若年者の方が高齢者よりも再生成績が

高いことが分かった (F(l,42)= 2.96,p < .10,partial 

が=.07)。
20 

18 

16「 戸l I I 
■高齢者

14 
口若年者

正12

匡l10 
竺.. 

数 8

6 

4 

2 

゜ポジティヴ ネガティヴ ニュートラル

Figurel. 高齢者群と若年者群における各条件の再生成績
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各群に対して Bonferroni法による多重比較を行っ

た結果，高齢者群ではポジテイヴ条件の再生成績が

他 2条件よりも有意に高いことが明らかとなった (p

< .01)。若年者群では，ポジティヴ条件，ネガティ

ヴ条件の再生成績がニュートラル条件の再生成績よ

りも有意に高く (p<.001), ネガテイヴ条件の再生

成績がポジテイヴ条件の再生成績よりも有意に高か

った (p<.05)。

単語の自己関連度と再生成績の相関 各条件の単

語の自己関連度はTablelに示した通りである。 3条

件の単語の自己関連度に差があるかどうかを検定す

るために，独立変数を記銘条件，従属変数を単語の

自己関連度とする対応のない l要因の分散分析を行

った。その結果，統計的に有意な主効果が認められ

た (F(2,87)= 10.49, p < .001,partialが=.19)。Tukey

のHSD検定による多重比較の結果，ポジテイヴ条件

の自己関連度がネガティヴ条件とニュートラル条件

の自己関連度よりも有意に低いことが明らかとなっ

た（それぞれ， p<.01,p<.001)。

各記銘条件における単語の自己関連度と再生成績

の相関を明らかにするために，ピアソンの積率相関

係数 (r)を算出した。その結果，ポジテイヴ条件で

はr= .14, ネガティヴ条件ではr= .13, ニュートラ

ル条件ではr=.09であり，いずれの記銘条件におい

ても再生成績との相関関係は確認されなかった。

抑うつ感情 高齢者群の GDS-S-Jの得点平均は

1.76, 標準偏差は 1.75であった。平均値が低く， う

つ状態を示唆する 6点以上であった実験参加者は 1

名のみであったことから，分析には用いなかった。

考察

実験デザインがポジテイヴィティ効果に及ぼす影

響本研究の目的は，ポジテイヴ，ネガテイヴ，ニ

ュートラルの 3つの感情価の刺激を同一のリスト内

に呈示する mixedデザインと，感情価ごとに刺激を

呈示する blockデザインの違いによる影轡を検討す

ることであった。実験の結果，若年者群ではネガテ

イヴ条件の再生成績が他2条件の再生成績を上回っ

ており，ネガテイヴバイアスがみられた。高齢者群

ではポジテイヴ条件の再生成績が他2条件の再生成

績を上回っており，ポジテイヴバイアスがみられた。

よって，本研究では上野他 (2014) より顕著なポジ

テイヴィティ効果が確認された。

本邦においてポジティヴィティ効果を検討したこ

れまでの多くの研究では，ポジテイヴバイアスは確

認されていなかった。本研究と同じ刺激を用いて

mixedデザインで実施された上野他 (2014) では，

若年者群でみられたネガティヴバイアスの減少とい

う広義のポジテイヴィティ効果がみられただけであ

った。にもかかわらず，本研究においてポジテイヴ

バイアスがみられたのは，実験デザインによる影響

と考えられる。

実験デザインによる結果の違いを生む要因として，

処理速度，認知資源の 2つが考えられる。処理速度

に関して， mixedデザインでは複数の感情価が急激

に入れ替わるため，複雑な処理を素早く行うことが

必要となる。しかし，高齢になると注意の切り替え

が困難になるため (Mayr,2001) , mixedデザインを

用いた実験の高齢者は注意の切り替えが上手く出来

ず，ポジテイヴバイアスがみられなかった可能性が

ある。しかし， blockデザインでは，同一の感情価が

同一のリスト内に呈示されるため， mixedデザイン

より処理が容易になる。それゆえ，本研究では高齢

者群においてポジテイヴバイアスがみられたと考え

られる。また，同一の感情価の刺激ばかりが呈示さ

れることにより，特定の感情が呼び起され，その感

情価を伴った刺激を優先的に処理することが可能に

なる (Grilhnet al., 2007)。そのため，高齢者群にお

いてポジティヴバイアスがみられたと考えられる。

認知資源については，加齢による認知資源の低下

がポジテイヴバイアスに影響している可能性が挙げ

られる。先述の通り blockデザインでは処理が容易

であるため， mixedデザインに比べ認知的負前が小

さくなる。そして， Mather& Knight (2005) は認知

資源の高い高齢者でポジティヴバイアスがみられた

ことを報告している。これらより，本研究でポジテ

イヴバイアスがみられたのは，認知的負荷の少ない

blockデザインであったため，課題自体の処理に資源

が必要でなく，感情の処理に費やせる資源に余裕が

あったからだと解釈できる。

実験デザインが再生成績に及ぼす影響 blockデ
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ザインを用いた本研究では， mixedデザインを用い

た上野他 (2014) と比べて若年者群，高齢者群とも

に再生成績が高<,2群間の差は小さかった。これ

についても実験デザインの影瞥であり，認知的負荷

の少ない blockデザインであったために再生成績が

高くなったと考えられる。

上野他 (2014) に比べ再生成績が高くなったその

他の要囚として，記銘単語数の違いが挙げられる。

本研究では 1試行30組の記銘単語を呈示したが，上

野他 (2014)では 1試行45組の記銘単語が呈示され

ていた。実験参加者が記銘する単語数の違いによっ

て本研究の課題自体が容易になり，再生成績が上野

他 (2014) より高くなった可能性がある。

単語の自己関連度が再生成績に及ぼす影響本研

究では，単語の自己関連度と再生成績に相関はみら

れなかった。つまり，自己関連づけ効果が確認され

なかった。自己関連づけ効果がみられなかった理由

として，記銘単語よりも記銘時に合わせて呈示され

た写真の方に注意を向けており，想起の際にも写真

を手掛かりにしていたからだと考えられる。実験時，

参加者に対しては呈示された単語を記銘するように

教示したが，実験後の参加者は両年齢群共に「写真

の印象が強かった」 「写真は思い出せるけどその写

真に付いていた単語を思い出すのが難しかった」と

話していた。これらの感想から，写真に対してより

注意を向け，写真を手掛かりに想起していたと考え

られる。しかし，本研究では実際に写真の親密度を

測定していないため，この解釈は推測の域を出ない。

この解釈を裏付けるために，今後は写真の親密度を

測定する必要がある。

ポジテイヴィティ効果に関する理論本研究では，

blockデザインを用いた結果，ポジテイヴバイアスが

観察されたa mixedデザインを用いたこれまでの研

究と比較すると， mixedデザインでは注意の切り替

えや課題自体に資源が必要となるためポジテイヴバ

イアスがみられないが， blockデザインでは課題の処

理が容易であり，注意の切り替えに資源が必要では

ないため，ポジテイヴバイアスがみられると考えら

れる。さらに，本研究の参加者はボランティア活動

に従事している高齢者が大半であった。社会参加が
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多い高齢者は，少ない高齢者と比べて認知機能を維

持していることが分かっている (Barnes,Mendes, 

Wilson, Bienias, & Evans, 2004; 小長谷・渡溢・小長谷，

2013)。そして，再生成績からみても本研究では認

知機能を維持している高齢者が多かったことがうか

がえる。認知負荷の小さい blockデザイン，認知機

能を維持した参加者でポジテイヴバイアスがみられ

た本結果は，認知機能が保たれている高齢者の意図

的な情動調整によってポジティヴバイアスが生じる

としている SSTを支持するとともに，意図的な情動

調整には認知資源が関連していることを示唆してい

た。

しかし，ポジテイヴバイアスが生じる要因は， SST

で考えられているような枠組みだけなのであろうか。

SSTの枠組みでは，高齢になり未来展望が短くなっ

た結果，情動調整の動機付けが高まるため，ポジテ

イヴバイアスが生起すると仮定している。そして，

情動調整には認知資源が必要となると考えられてい

る。ところが，筆者が本実験中に出会った高齢者は，

「これまで様々なことがあったから」や「色々なこ

とを経験してきたから」などと過去の経験に関して

語ることが多く，残された時間を意識しているとい

うよりも，これまで長い人生を経験してきた事に焦

点を当てている様子が感じられた。このような過去

の経験がポジテイヴバイアス生起の背景としてある

かもしれない。すなわち，人間は長い人生を歩み，

様々な経験をすることで，その過程で精神的に安寧

な状態を目指すために，意図しで情動調整のスキル

を発達させるという考えである。ポジテイヴな情報

に注目するというスキルが年齢を重ねるにつれて習

慣化すれば，本研究結果とは異なるが，認知資源が

低下してもポジテイヴバイアスは生じる可能性も考

えられる。

加齢に伴う認知資源の低下によってポジテイヴィ

ティ効果を説明する立場としては，力動的統合理論

(Dynamic Integration Theory : 以下DITと略記する）

が挙げられる。 DITとは，ライフスパンを通して認

知加齢と情動に関する機能の発達と衰退を説明する

情動発達に関する統合的な理論である

(Labouvie-Vief, 2003; 上野，2015)。DITでは，ポジ
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テイヴな情動よりもネガテイヴな情動は複雑であり，

複雑な情動の理解は高齢になると低下すると考えら

れている。よって，高齢者でポジテイヴィティ効果

がみられるのは，認知資源が低下するためであり，

意図的な方略ではなく自動的に生じる現象だとして

いる。

さらに，近年では SST提唱者の Carstensenらも手

続き的知識が身に付くことで，加齢とともに認知資

源をさほど費やさずとも情動調整が出来るようにな

る可能性を指摘している (Scheibe& Carstensen, 

2010)。今後は高齢者個人の人生行路に焦点を当て

てポジテイヴバイアスを検討することで， 「これま

での経験により，意図しで情動調整のスキルを発達

させ，それが習慣化している」という仮説を検証す

る必要がある。

本研究の限界および今後の展望 本研究では，

blockデザインを用いて実験を行った結果，ネガティ

ヴバイアスがみられた若年者群と異なり，高齢者群

ではポジテイヴバイアスがみられることが明らかと

なったo mixedデザインを用いて行われた実験では

ポジテイヴバイアスは確認されていなかったため，

実験デザインによる影欝が示されたこととなった。

その点において本研究は学術的意義があると考える。

また， mixedデザインよりも blockデザインの方が外

的妥当性と生態学的妥当性が高いと考えられるため，

本研究においてポジテイヴバイアスがみられたこと

は，高齢者が実生活においても，ネガテイヴな情報

に比ベポジテイヴな情報をより記憶していることを

示唆している。

しかし，本研究には 5点の限界が挙げられる。一

つ目として，写真の情動覚醒度を統制できていなか

った点が挙げられる。本研究では上野 (2015)で測

定された評定値を使用したが，若年者群，高齢者群

ともにネガティヴな写真の情動覚醒度を高く評価し，

ポジティヴな写真の情動覚醒度を低く評価する傾向

がみられていた。認知加齢における情動の影響を検

討したこれまでの研究では，若年者群のみが評定し

た値を用いていることが多い。しかし，高齢者群は

若年者群と比較してポジテイヴな画像の情動覚醒度

を低く評価する傾向がみられることが分かっている

(Back et al., 2005; Griihn & Smith, 2008)。よって，

今後は高齢者群の評定値も含めで情動覚醒度を確認

し，統制する必要がある。

二つ目として，本研究の結果に記銘から自由再生

課題までの時間が短かったことが影聾している可能

性が考えられる。記銘段階から 24時間後と約 8か月

後の自由再生課題の結果を検討した Denburget al. 

(2003) では，時間が経過すると高齢者群の再生成

績が低下し，ポジテイヴバイアスもみられにくくな

ると報告されている。上野他 (2014)では，記銘の

後 15分間の遅延時間が設けられていた。しかし，本

研究では， 1分間の挿入課題とそのフィードバック

を行ったものの，記銘から自由再生課題までの時間

は15分に比べて短かった。そのため，再生成績が全

体的に高く，高齢者群でポジテイヴバイアスがみら

れた可能性が考えられる。記銘後のリハーサルを避

けるために挿入課題を実施することは必要であった

と考えるが，記銘から自由再生課題までの遅延時間

はもう少し長く設けるべきであったかもしれない。

三つ目として， リスト内の単語どうしの関連性を

調整できていなかった点が挙げられる。本研究の実

験刺激のリストは， mixedデザインで用いられた実

験材料を感情価ごとに 3つに振り分けて作成したも

のであった。そのため，単語どうしの関連性が偏っ

ていた可能性がある。実際，ポジテイヴ条件には動

物の単語が多く，ニュートラル条件には無機物の単

語が多くなっていた。高齢者群においてポジテイヴ

条件の再生成績が最も高かったのは，ポジテイヴ条

件リスト内の単語どうしの関連性が他2条件よりも

高かったからである可能性が考えられる。今後はリ

スト内の単語どうしの関連性を確認したうえで実験

を実施する必要がある。

四つ目として，高齢者群の年齢幅が広かったこと

が挙げられる。本研究の高齢者群は60歳から 84歳

であり，かなり幅広いものとなっていた。一つの年

齢群としてまとめるには20歳以上の年齢差はとて

も大きく，また，認知資源も同じと仮定し難くなる

ため，解釈の妥当性も低くなってしまう。実験参加

者を 65歳から 75蔵までの前期高齢者に限定するな

どして，年齢幅を固定させる必要があった。

最後に， GDS-S-Jの平均点が低く，分析に用いら

れなかった点がある。本研究では適応の指標として
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GDS-S-Jを用いた。 SSTによれば，ポジテイヴィテ

ィ効果は，認知機能が低下する高齢期において心理

的な適応状態を維持するために情動的に満足させよ

うとすることによって生起すると考えられる。それ

ゆえ，より適応的である人ほどポジテイヴィティ効

果がみられると予測される。しかし，本研究では適

応的な被験者が多くこの仮説が検証できなかった為，

心理的に不適応な状態の参加者も対象にして再検討

する必要がある。

今後は，高齢者の様々な情報処理において生起す

るポジテイヴィティ効果について，これらの問題点

を踏まえてmixedデザインと blockデザインという 2

つの実験デザインで実施することで，何故実験デザ

インによる影響がみられるのかを検討する必要があ

る。さらに，それらの研究を通して，ポジテイヴィ

ティ効果に関する理論についても考えていく必要が

ある。
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